
専
修
大
学
少
年
少
女
レ
ス

リ
ン
グ
教
室
（T

E
A
M
B
I
S

O
N
'
S

∥
ス
ポ
ー
ツ
研
究
所

主
催
∥
４
面
に
関
連
記
事
）

は
、
６
月
２９
日
に
「
保
護
者

の
た
め
の
レ
ス
リ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
」
を
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
し
た
∥
写
真
。

選
手
の
保
護
者
（
約
４０

人
）
を
対
象
に
、
レ
ス
リ
ン

グ
教
室
の
指
導
方
針
や
ジ
ュ

ニ
ア
期
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

対
す
る
考
え
方
を
交
え
た
講

義
と
、
実
際
に
レ
ス
リ
ン
グ

道
場
で
レ
ス
リ
ン
グ
を
体
験

す
る
実
技
を
行
っ
た
。

講
師
を
担
当
し
た
木
村
元

彦
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
（
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
事
務

課
職
員
）
は
、
「
ゴ
ー
ル
デ

ン
エ
ー
ジ
期
の
必
要
な
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
や
、
ジ
ュ
ニ
ア
レ

ス
リ
ン
グ
の
試
合
に
お
け
る

反
則
・
禁
止
技
や
得
点
の
説

明
な
ど
実
技
を
交
え
て
紹
介

し
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
保

護
者
も
レ
ス
リ
ン
グ
を
深
く

知
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
成

長
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
」
と

の
観
点
か
ら
、
今
回
の
企
画

を
開
催
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
保

護
者
か
ら
は
、
「
実
際
に
レ

ス
リ
ン
グ
を
体
験
す
る
こ
と

で
、
レ
ス
リ
ン
グ
の
楽
し
さ

や
厳
し
さ
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
子
ど
も
の
練
習
や
試
合

へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

く
上
で
と
て
も
役
に
立
っ

た
」
と
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ

た
。レ

ス
リ
ン
グ
と
い
う
ス
ポ

ー
ツ
を
通
し
た
地
域
へ
の
社

会
貢
献
は
、
今
後
の
大
学
の

あ
り
方
を
考
え
る
上
で
重
要

な
意
味
を
持
つ
。

同
教
室
は
、
本
学
レ
ス
リ

ン
グ
部
卒
業
生
が
地
域
の
幼

児
か
ら
高
校
生
ま
で
を
指
導

し
よ
う
と
作
ら
れ
た
公
開
講

座
。
こ
れ
ま
で
ジ
ュ
ニ
ア
レ

ス
ラ
ー
の
体
力
測
定
や
ス
ポ

ー
ツ
科
学
講
座
も
併
せ
て
開

催
し
て
き
た
。

（
相
澤
勝
治
文
学
部
准
教

授
）

７月６日、神田・生田両キャンパス周辺で「Clean Town ２０１３」

が実施された。炎天下のなか、そろいのＴシャツを身にまとった学

生と近隣住民が一丸となり、清掃活動を行った。

【神田キャンパス】

２０１０年に始まり、今年で４回目を迎えた「Clean Town ２０１３ in

Kanda」。学生部傘下団体 SKV（Senshu Kanda Volunteer）を中心に、

学生、教職員、卒業生が参加。また、神田警察署、北神町会、神三

町会、千代田区神保町出張所も協力し、合わせて約１７０人が活動に

取り組んだ。参加者たちは神保町、九段下、水道橋の３方面に分か

れて活動。大通りから路地を回り、それぞれの担当地区で、熱心に

ごみを拾った。

【生田キャンパス】

この企画は、体育会地域貢献活動「ONE DAY TEAMMATE ２０１３」の

一事業として行われているもので、体育会本部が主催する「小さな

親切運動」と連動。体育会各部の部員をはじめとした学生、教職員

に加え、多摩区役所、ＮＰＯ法人多摩川エコミュージアムのメンバ

ーら約４５０人が参加した。

学生が利用している小田急線向ヶ丘遊園駅、ＪＲ南武線中野島駅

・登戸駅・宿河原駅の各駅周辺と多摩川河川敷の美化に努めた。

ビ
ジ
ネ
ス
社
会
で
活
躍
す

る
た
め
の
実
務
を
学
ぶ
女
子

学
生
限
定
の
Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｂ
（
ヒ

ー
ブ
）
講
座
の
第
７
回
講
義

が
７
月
９
日
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
か
れ
た
。
講
師
に

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
ひ
ら
や
す

か
つ
こ
さ
ん
（
二
期
会
）
を

迎
え
、
約
３０
人
の
出
席
者
は

自
己
管
理
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

に
裏
打
ち
さ
れ
た
美
声
に
ふ

れ
た
。

ひ
ら
や
す
さ
ん
は
「『
歌
』

は
世
界
の
共
通
語
～
音
楽
に

よ
る
表
現
法
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
～
」
と
題
し
て
講

演
。
オ
ペ
ラ
の
役
柄
を
広
げ

よ
う
と
勉
強
し
た
結
果
、
メ

ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
か
ら
ソ
プ
ラ
ノ

の
音
域
ま
で
声
が
出
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
や
、
健
康
維

持
の
た
め
毎
朝
６
㌔
の
ジ
ョ

ギ
ン
グ
を
３０
年
間
続
け
て
い

る
こ
と
を
明
か
し
、
「
願
望

す
る
前
に
行
動
す
る
こ
と
が

大
事
」
と
語
っ
た
。

続
い
て
、
ひ
ら
や
す
さ
ん

の
国
内
外
で
の
リ
サ
イ
タ
ル

や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
の
模
様
を
ま
と
め
た
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
視
聴
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
か

ら
童
謡
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ま
で

幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
歌
を
披

露
す
る
ス
テ
ー
ジ
を
紹
介
し

な
が
ら
、
「
音
楽
家
の
仕
事

は
依
頼
主
に
よ
っ
て
曲
目
も

演
奏
者
も
ア
レ
ン
ジ
も
毎
回

異
な
る
。
ニ
ー
ズ
に
的
確
に

対
応
す
る
こ
と
で
共
感
を
得

ら
れ
る
点
は
、
皆
さ
ん
も
同

様
で
は
」
と
こ
れ
か
ら
社
会

に
は
ば
た
く
学
生
に
語
り
か

け
た
。

今
回
は
歌
唱
指
導
を
行
う

た
め
、
ピ
ア
ノ
の
あ
る
グ
リ

ー
ン
ト
ッ
プ
が
講
義
会
場
と

な
っ
た
。
発
声
を
練
習
し
全

員
で
『
夏
の
思
い
出
』
を
歌

う
と
、
久
々
に
お
な
か
か
ら

声
を
出
し
た
学
生
た
ち
は
晴

れ
や
か
な
表
情
に
。「
発
声
練

習
や
歌
を
生
活
に
取
り
入
れ

る
と
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ

が
で
き
、
血
流
が
良
く
な
っ

て
ア
イ
デ
ア
が
ひ
ら
め
く
」

と
い
う
ひ
ら
や
す
さ
ん
の
言

葉
に
う
な
ず
い
て
い
た
。

学
術
文
化
会
に
所
属
す
る

サ
ー
ク
ル
が
日
ご
ろ
の
研
究

や
練
習
の
成
果
を
披
露
す
る

「
第
４７
回
黒
門
祭
」
（
黒
門

祭
実
行
委
員
会
主
催
）
が
６

月
２８
日
か
ら
３０
日
ま
で
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ

た
∥
写
真
。

８
団
体
が
出
演

し

た

M
u
s
i
c

F
e
s
t
i
v
a
l

（
４

号
館
前
ス
テ
ー
ジ
）
を
皮
切

り
に
、
サ
ー
ク
ル
対
抗
サ
ッ

カ
ー
大
会
（
北
グ
ラ
ウ
ン

ド
）
な
ど
の
企
画
が
実
施
さ

れ
た
。
研
究
会
や
同
好
会
ら

が
研
究
発
表
や
制
作
展
示
な

ど
を
行
っ
た
。

４０
チ
ー
ム
が
参
加
し
た

「
第
４７
回
川
島
正
次
郎
杯
争

奪
野
球
大
会
」（
連
合
県
人
会

主
催
）
の
決
勝
戦
が
７
月
４

日
、
川
崎
市
高
津
区
の
宇
奈

根
第
一
球
場
で
行
わ
れ
た
。

同
一
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
決
勝

戦
と
な
り
、
激
戦

の
末
、
「
Ｌ
ｉ
ｎ

ｅ
ｓ
」
Ａ
チ
ー
ム

が
優
勝
を
果
た
し

た
。樋

口
遊
土
実
行

委
員
長
（
経
営

４
）
は
「
参
加
者

の
皆
さ
ん
が
積
極

的
に
取
り
組
み
、

盛
り
上
げ
て
く
れ

た
。
ど
の
試
合
も

レ
ベ
ル
が
高
く
、

見
ご
た
え
の
あ
る

大
会
と
な
っ
た
」

と
振
り
返
っ
た
。

▲ ひらやすさんの伴奏で学生は「夏の思い出」を合唱

●

●

講
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保保護護者者ののたためめののレレススリリンンググセセミミナナーーをを開開催催

歌
の
世
界
か
ら
学
ぶ

専修大学少年少女レスリング教室

川
島
杯
争
奪
野
球
「
Ｌ

ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
」Ａ
が
優
勝

Clean Town 近隣住民と清掃活動

▲ 実行委員のメンバー（前列右

から２人目が樋口委員長）
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